
～ 明治と昭和の大合併 ～

栗東のかたち

組合立栗東中学校校旗栗東中学校でおこなわれた栗東町発足記念運動会

会　　場：栗東歴史民俗博物館 第２展示室
開館時間：９時３０分から１７時まで（ご入館は１６時３０分まで）
会期中の休館日：月曜日（祝日・振替休日は開館）
　　　　　　　　 ９/１７火・２４火 、１０/１５火

9/14土 から11/4月（振替休日）まで令和
6年

関 連 企 画

１０/２６土 １４時から１５時３０分まで

9/16　　  ・23　　 、10/14　　  、11/3敬老の日 振替休日 文化の日スポーツの日

いずれも14時から

展示解説会

「栗太郡の歴史と文化～街道文化を中心に～」歴史文化財講座

日　時：

受講料：無料
申込先：栗東歴史民俗博物館へ電話
　　　　（０７７‒５５４‒２７３３）または窓口にて受付
　　　　　＊受付時間は開館時間中に限る

会　場：栗東歴史民俗博物館 研修室
講　師：八杉 淳 さん
　　　　　（草津市歴史文化活用調整員）

定　員：８０名
　　　　　（１０月１日火曜日 ９時３０分 申込受付開始）

要申込・先着順　

栗東町制施行　　周年記念展70

申込・料金いずれも不要

会　期

滋賀県栗東市小野 223-8

TEL：077-554-2733
FAX： 077-554-2755栗東歴史民俗博物館

栗東歴史民俗博物館ホームページ

主 催

【入館料】

無料

（昭和 29 年＝1954 年 10 月 1日）
【館蔵『里内文庫資料』（滋賀県指定有形文化財）のうち】

【栗東中学校『創立 50 周年記念誌　夢飛行』
（平成９年＝1997 年）より】



栗東町誕生前史

　今から70年前の昭和 29年（1954）、栗太郡の東側にあった 治田 ・ 金勝 ・ 葉山 ・ 大宝 の4つの村が合併して、
栗東町が誕生しました（昭和の大合併）。では、のちに栗東町となる治田・金勝・葉山・大宝の４つの村は、いつ
ごろ生まれたのでしょうか。それは、今から135 年前の明治 22 年（1889）にさかのぼります（明治の大合併）。
　明治時代の初めごろは、江戸時代と同じように、現在の大字（栗東市○○の○○の範囲）が１つの町や村となっ
ていました。これらを政府の示した方針に基づいて整理したのが明治の大合併で、滋賀県内でも 1,675 町村が６
町 189 村に整理されています。治田 ・ 金勝 ・ 葉山 ・ 大宝 の４つの村もこのときに生まれたのです。また、合併
後の新たな町村の名称については、郷・庄などの歴史的地名や山川などの自然に由来する名称のほか、名所旧跡
などから採用するように滋賀県から指示があり、のちに栗東町となる４つの村も、それらに因んだ名称となっています。

　栗東歴史民俗博物館では、栗東町制施行 70 周年記念展「栗東のかたち―明治と昭和の大合併―」を開催し、
“栗東”の輪郭が形成された明治と昭和の大合併を中心に、まちの成り立ちやあゆみを紹介します。

治田村の名前は、
古代・中世の庄園（治田庄）に由来しています。

旧治田村役場

大宝村の名前は、大宝神社に由来しています。

旧大宝村役場

金勝村の名前は、金勝寺に由来しています。

旧金勝村役場

葉山村の名前は、葉山川に由来しています。

旧葉山村役場

～ 明治の大合併のころ ～


